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１）文学、哲学、科学の思想と表現、さらには文字を知るものどうしの口頭での言説であ
っても、わたしたちが当然のこととして受け入れた特徴の多くは、人間存在そのものに直
接的に内在するものではなく、むしろ書くという技術が人間の意識にとって利用可能なも
のとした手段ゆえに生み出されたものなのである。 
 
２）この文章を読んでいる時点で、読者は文字を知るものの立場に立っているので、いき
なり「声の文化」（オーラリティ）と「文字の文化」（リテラシー）の違いを考察するよ
り、まずは我々にとって異質な「声の文化」を、そして次に、そのような「声の文化」か
ら出てきた「文字の文化」について考察するべきだから。 
 
３）文字の文化と声の文化にはいかなる「学派」もない。フォルマリズムやニュー・クリ
ティシズム、構造主義や脱構築派などに相当するものは何ひとつない。声の文化と文字の
文化の相互関係に対する認識は、これらの学派をはじめ、人文科学や社会科学全般にわた
る、様々な「学派」や「運動」における取り組みに影響を与える可能性があるが。 
 
4)声の文化と文字の文化や、また一方からもう一方へ展開する際のさまざまな段階につい
ての通時的研究は、基準枠を提示する。その基準枠において、原初的な声の文化やそれに
続く書く文化をより深く理解できるばかりでなく、書く文化を新たな頂きへと押し上げた
印刷文化についても、また書く文化と印刷文化の双方の上に成り立つ電子文化についても
理解を深めることが可能になる。 

 


